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人類と自然の調和的発展に向けて、名古屋大学の挑戦
　東日本大震災で被害に遭われた方々に謹んでお見舞い申し上げます。名古屋大学は被災地の
一刻も早い復興をお手伝いすべく、これからも全力を上げて支援を続けて参ります。
　2010年度は、地震・津波災害と原発事故以外にも、夏場の長期間に渡る異常高温など世界各地
でさまざまな異常や災害に見舞われました。さらに、名古屋で開催された生物多様性に関する締約
国会議（COP10）などを契機にして、温室効果ガスの継続的削減、生物資源の保護と持続的な活
用、自然エネルギー開発などの環境問題に関する重要案件に待ったなしで取り組むことが求めら
れています。名古屋大学は、昨年環境方針を改訂し環境問題への取組の目的や取るべき事柄を明
確化させました。この新しい環境方針の精神に基づいて、我が国をリードする基幹大学としての使
命を果たすべく、教育・研究・施設整備等を推進しました。その結果、学生サークルによる自主的な
キャンパス環境整備への取組、COP10への支援協力に向けた全学での多様な取組、「名古屋大
学キャンパスマスタープラン2010」における「低炭素エコキャンパスの実現」目標に向けた建物
の新築改修や省エネ設備への更新など、学生・教員・職員など構成員が一丸となった成果を上げつ
つあります。
　私共は、名古屋大学に対するステークホルダーの皆様はじめ社会全般からのご期待にお答えで
きるよう、これからも全学をあげた環境方針の実現に向けた活動を進めてまいります。この環境報
告書2011を通して、名古屋大学の姿と取組の経過・結果をご理解いただき、皆様から叱咤激励な
らびに今後の活動に対しご支援を賜れれば幸甚です。

2011年 9月

総長のことば

名古屋大学総長

■ 環境方針

　名古屋大学は、人類が築きあげてきた多様な文化や価値観を認め、次世代のために真に尊重すべきことは何かを考え、持続可
能な社会の実現に貢献する。

　名古屋大学は、その学術活動の基本理念を定めた「名古屋大学学術憲章」において、「自由闊達な学風の下、人間と社会と自然に関
する研究と教育を通じて、人々の幸福に貢献することを、その使命とする」と記している。名古屋大学は、この学術憲章に基づき、文明
の発達や現代人の行動が未来の世代に与える影響の重大さを認識し、想像力豊かな教育・研究活動による人類と自然の調和的発展
への貢献と社会的役割を果たしていくために、次の基本理念と基本方針を定める。 

1 基本理念

基本姿勢
(1) 名古屋大学は、環境問題の原因を究明し、これらに適切に対処していくため、すべての学術分野において、持続可能な発展を

目指した教育と研究を進める。
環境マネジメント
(2) 名古屋大学は、環境マネジメントの継続的改善を図るため、大学のあるべき姿となすべき行動を関係者とともに考え、実践し、

追求する。
環境パフォーマンス
(3) 名古屋大学は、自らの活動が環境に及ぼす影響や負荷を関係者とともに認識し、環境負荷の低減や未然防止に向けた総合的

かつ体系的な課題解決に努める。
社会的責任・環境コミュニケーション
(4) 名古屋大学は、法令等の遵守、倫理の尊重、情報の公開、関係者とのコミュニケーションや相互理解を通して、地域社会や国

際社会からの信頼を高める。
(平成17年8月1日総長裁定)
（平成22年10月12日改訂）

2 基本方針

■ 環境方針の改訂

　名古屋大学環境方針は、2005年8月に制定され運用されて来ましたが、本学を取り巻く環境に柔軟に対応するために2010年
10月に改訂をしました。
　新しい環境方針では、より実践的な環境活動を名古屋大学の関係者の基本方針として明確にしています。

■ 教育・研究活動の紹介

　名古屋大学で行われている環境保全活動に関する教育・研究活動を一覧表でとりまとめました。
数多くの教育・研究内容の中から、今回は特に自動車関係の研究についてピックアップしてご紹介しています。

■ CO2排出削減のためのアクションプランの実績

　名古屋大学は、2014年度における東山・鶴舞・大幸キャンパスのCO2排出量
を2005年度比で20%以上削減することと、その実現に向けてのアクション
プランを「名古屋大学キャンパスマスタープラン2010」において公表しまし
た。（環境報告書2010  P.9参照）
　アクションプラン開始年度であった2010年度は、夏季に猛暑日が続きまし
たが建物の空調集中制御など新しい試みを実施した結果、2005年度比で
10%の削減となりました。

■ ES総合館　超省エネビル

　2011年3月、様々な省エネ対策を盛り込んだ「ES総合館」が完成しました。　　
　この建物の正式名称は、「工学研究科中央棟・素粒子宇宙研究棟」です。工学研究科・環境学研
究科の建築コースとノーベル物理学賞受賞者である益川先生・小林先生を擁する素粒子宇宙起
源研究機構が入居し、ノーベル賞展示室、講義室、講堂、図書室をもつ複合的な研究施設です。
　全館LED照明、日除庇+縦ルーバー、屋上緑化、ドライミスト、自然換気システム、アースチュー
ブなどを採用し、CASBEE（名古屋）Sクラスの基準を満たしています。
　可能な限りの省エネ機能を盛り込んだ、この「ES総合館」を取り上げ、名古屋大学の施設整備
における省エネの取組をご紹介します。

■ 生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）関連の「取組」

　2010年10月、愛知県名古屋市で「生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）」が開催されました。この会議は、今世紀前半
に日本で行われる環境をテーマとした国際会議の中でも最大級のものです。
　本学でも開催に向け公開シンポジウム、名古屋大学博物館特別展等様々な取組を実施しました。これらの取組全てを一覧で紹介し、
その中から名古屋大学と支援実行委員会の主催で開催した「COP10社会と学術の対話フォーラム」についてご紹介しています。

■ 環境サークル Song Of Earth

　「名古屋大学環境サークルSong Of Earth」は、1994年に環境活動に興味がある学生有志十数
名が集まって形成されました。定期的な活動としては、週１回のミーティングと学内清掃、環境活動に
関する簡単な勉強会もしています。今回は平成22年度に行った活動について紹介しています。

東山・鶴舞・大幸キャンパスのCO2排出量
※排出量には、2006年以降の施設面積増加、及び大型実験装置の導入による増加分は加算していません。
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